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邦文要旨 

日本には、障害を理由とする法制度上の障壁が幅広く存在する。障害者欠格条項はその典型的な

ものである。障害者欠格条項は、なんらかの障害がある人々が特定の地位や職業につくことや社会

的活動を行うことを、長年にわたって法的に制限してきた。そのため、社会のさまざまな場は、障

害がある人がいなくて当たり前な場として作られてきた。そこでは、障害がある人の参加のための

環境整備は課題として認識されることがなかった。 

こうした法制度のバリアを問題にする障害当事者による取り組みは早くから行われてきた。しか

し、国がこの問題に取り組みはじめたのは 1990 年代以降である。政府は、数多く存在する欠格条

項のなかから 63 制度に対象を限ったものの、その見直しを進めてきた。その結果、ようやく、障

害がある人がさまざまな場に参加するための要件となる環境整備も課題として認識されるように

なってきた。 

本稿では、はじめに、障害者欠格条項に関する先行する調査研究を踏まえ、現在の障害者欠格条項の

実態を明らかにする。その後、国による欠格条項見直しの経過と、合理的配慮の確立という課題につい

て考察する。障害者欠格条項は、国連で採択された障害者権利条約の理念と相反するという意味でも、

現在の大きな課題であると位置付けることができる。 

 

英文要旨 

 There are many barriers in the legal system facing persons with disabilities (PWD) in 
Japan. Disqualifying clauses on disabilities (DCD) are one of the typical barriers faced. 
DCD eliminate PWD from  being licensed or certified in various fields and make it 
impossible for PWD to gain social status and occupy professional positions. Thus, many 
places in society exist without PWD. So accommodation for PWD has not even become an 
issue. 

There are strong and persistent movements of PWD to eradicate DCD and the Japanese 
government started to remove DCD in the late 1990s. The government , however,  later 
decided to reconsider 63 DCD out of the hundreds. This governmental reconsideration of 
the accommodation for PWD has now become a serious issue. 

 In this paper, we describe the present situation of DCD. Then we analyze the revising 
process of the government and consider of the validity of the accommodations since their 
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existence hinders PWD participation in the society. The DCD is a serious issue now 
because it is inconsistent with the convention on the rights of person with disabilities. 
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